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地域功労者

総
会
開
会
先
立
ち
、
学
区

内
の
活
動
で
功
績
が
あ
っ
た

中
野
義
勝
氏
、
山
本
由
美
氏
、

砂
川
百
合
子
氏
、
浅
山
鞠
子

氏
の
４
人
に
対
す
る
地
域
功

労
表
彰
が
あ
り
、
野
々
口
会

長
か
ら
今
年
度
の
功
労
者
に

対
し
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

４
氏
の
功
績
は
別
表
の
通

り
。

総会で地域功労表彰を受ける受賞者にみなさん

令和６年度学区自治連合会総会

自治連改革実現へ決意新た

６年度学区自治連合会役員
令
和
６
年
度
日
吉
台
学
区

自
治
連
合
会
通
常
総
会
が
４

月
21
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
総
会
で
は
、
令
和
５
年

度
学
区
自
治
連
合
会
活
動
報

告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告
、
令
和
６
年
度
学
区

自
治
連
役
員
選
任
案
、
活
動

方
針
案
、
総
額
４
０
８
万
１

０
０
０
円
余
の
６
年
度
予
算

案
な
ど
５
議
案
を
提
案
ど
お

り
議
決
、
承
認
し
た
。

６
年
度
活
動
方
針
案
で
は
、

今
年
度
、
懸
案
に
な
っ
て
い

た
自
治
連
合
会
改
革
に
つ
い

て
自
治
連
合
会
の
組
織
の
ス

リ
ム
化
、
負
担
軽
減
策
を
柱

と
す
る
改
革
案
を
今
年
度
中

に
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
を

明
記
、
野
々
口
会
長
が
方
針

案
の
提
案
説
明
の
な
か
で

「
改
革
案
を
定
例
役
員
会
で

示
し
承
認
を
得
た
の
ち
自
治

連
会
則
改
正
案
を
総
会
に
提

案
す
る
準
備
を
進
め
る
。
総

会
で
の
議
決
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
が
ぜ
ひ
と
も
６
年
度
中

に
手
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
学
区
民
の
み
な
さ
ま

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
改
革
へ
の
決
意
を

述
べ
た
。

大
津
市
の
4
月
1
日
付
の

人
事
異
動
で
日
吉
台
支
所
に

支
所
長
に
田
中
克
典
さ
ん
、

公
民
館
専
門
員
に
中
西
朝
子

さ
ん
が
着
任
。
欠
員
だ
っ
た

窓
口
の
職
員
1
人
が
増
員
と

な
っ
た
。
田
中
支
所
長
と
中

西
専
門
員
に
着
任
の
抱
負
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

日
吉
台
公
民
館
専
門
員

中
西
朝
子

４
月
か
ら
日
吉
台
公
民
館
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
者

に
比
べ
て
専
門
員
と
し
て
ま
だ
歴
が
浅
く
、
皆
さ
ま
に
ご
不
便

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
吉
台
学
区
の
色
々
な
こ
と
を
知
り
た
い
の
で
教
え
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

着
任
し
ま
し
た

日
吉
台
支
所
長
、
公
民
館
長

田
中
克
典

４

月
１

日
付
で
日
吉
台
支
所
長
を
命
ぜ
ら
れ
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
何
か
と
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
丁

寧
で
き
め
細
か
い
対
応
に
努
め
、
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
支
所
、

活
気
あ
ふ
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
て
所
員
と
と
も
に
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
功
労
表
彰

４
氏
に
表
彰
状
と
記
念
品
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日吉中学校と日吉台小学校で入学式

日
吉
台
学
区
に
あ
る
市
立
日
吉
台
小
学
校
と
大
津
市
下
阪
本
の
日
吉
中
学
校
で
４

月
中
旬
、
入
学
式
が
あ
っ
た
。
日
吉
中
学
校
の
新
入
生
は
２
４
３
人
、
日
吉
台
小
学

校
は
20
人
が
入
学
、
新
入
生
た
ち
は
希
望
を
胸
に
新
た
な
学
校
生
活
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

日
吉
台
小
学
校
（
石
田
昌

彦
校
長
）
の
第
43
回
入
学
式

が
、
４
月
８
日
行
わ
れ
、
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
新
１
年
生
が
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
ら
に
連
れ
ら
れ

満
開
の
桜
の
下
、
校
門
を
く

ぐ
っ
た
。

希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
初

登
校
し
た
新
入
生
た
ち
は
、

桜
満
開
の
校
門
前
で
お
も
い

お
も
い
の
ポ
ー
ズ
で
引
率
し

て
き
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
カ
メ
ラ
に
納
ま
り
、
式

場
の
体
育
館
へ
。
「
一
年
生

に
な
っ
た
ら
」
の
歌
に
あ
わ

せ
少
し
緊
張
気
味
に
入
場
、

担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
元
気
よ
く

「
は
い
」
と
答
え
て
い
た
。

続
い
て
石
田
校
長
が
「
み

ん
な
仲
良
く
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の

頑
張
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
、

来
賓
席
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
新
1
年
生

た
ち
か
ら
か
わ
い
い
お
礼

の
返
事
が
返
り
、
緊
張
を

和
ま
せ
た
。

日
吉
中
学
校
（
平
松
靖

之
校
長
）
の
第
78
回
入
学

式
は
、
４
月
８
日
、
体
育

館
で
行
な
わ
れ
た
。
来
賓
、

父
母
ら
の
拍
手
の
な
か
、

式
場
の
体
育
館
に
入
場
し

た
新
入
生
た
ち
は
、
新
し

く
担
任
と
な
っ
た
先
生
か

ら
点
呼
を
受
け
、
新
任
の

平
松
校
長
が
「
日
吉
中
学

校
の
校
訓
で
あ
る
切
磋
琢

磨
の
精
神
を
大
切
に
、
厳

し
く
、
優
し
く
、
た
く
ま

し
く
新
た
な
学
校
生
活
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
、
新
入
生
を
激
励
し

た
。

学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
（
濱
崎
博
会
長
）
が
実

行
委
を
組
織
し
て
実
施
す
る

「
第
８
回
日
吉
台
コ
ン
サ
ー

ト
～
和
楽
器
の
競
演
～
」
が

４
月
14
日
、
日
吉
台
市
民
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
か
れ

た
。和

楽
器
の
競
演
と
名
付
け

ら
れ
た
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

出
演
す
る
演
奏
者
は
、
津
軽

三
味
線
、
中
村
卓
也
さ
ん
、

筝
、
中
村
知
世
さ
ん
、
和
太

鼓
、
柴
田
未
来
さ
ん
の
３
人
。

中
村
卓
也
さ
ん
は
、
姫
路
市

出
身
。
三
味
線
、
和
太
鼓
を

祖
父
、
中
村
泰
三
さ
ん
に
、

平
成
29
年
に
は
津
軽
三
味
線

を
三
絃
小
田
島
流
二
代
目
、

小
田
島
徳
旺
師
に
師
事
、
本

来
の
民
謡
を
は
じ
め
古
典
芸

能
の
神
髄
を
追
究
、
幅
広
い

世
代
に
三
味
線
の
魅
力
を
伝

え
る
若
き
津
軽
三
味
線
奏
者

と
し
て
知
ら
れ
る
。

筝
の
中
村
さ
ん
も
姫
路
市

出
身
。
平
成
７
年
沢
井
筝
曲

院
講
師
免
許
を
取
得
し
野
村

流
三
線
を
饒
波
正
宏
師
に
、

美
鵬
流
民
謡
鳴
り
物
を
美
鵬

直
三
朗
師
に
そ
れ
ぞ
れ
師
事
。

平
成
11
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
開

催
さ
れ
た
「
日
本
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
芸
術
文
化
祭
」
、
平
成

13
年
に
は
イ
タ
リ
ア
で
開
か

れ
た
「
日
本
・
オ
ル
ト
ー
ナ

国
際
交
流
音
楽
祭
」
に
参
加
、

筝
、
三
線
を
用
い
て
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
に
活
動
中
。

柴
田
さ
ん
は
、
和
太
鼓
奏

者
と
し
て
東
京
国
立
劇
場
、

兵
庫
県
立
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
国
内
公
演
ほ
か
北
欧
エ

ス
ト
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
台
湾
、
香
港
な
ど
海
外

公
演
に
も
出
演
。
国
内
外
で

教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

多
数
開
催
し
、
20
年
に
わ
た

り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

指
導
や
聴
覚
特
別
支
援
学
校

で
和
太
鼓
講
師
を
務
め
る
。

和
楽
器
の
競
演
は
、
中
村

さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の

入
門
者
用
の
課
題
曲
と
言
わ

れ
る
「
六
段
」
の
演
奏
で
ス

タ
ー
ト
。
見
事
な
バ
チ
さ
ば

き
と
豪
快
な
リ
ズ
ム
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り

「
津
軽
よ
か
れ
節
」
「
津
軽

じ
ょ
ん
が
ら
節
」
へ
と
続
き

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

た
。
そ
の
後
、
柴
田
さ
ん
の

体
の
奥
に
響
き
わ
た
る
迫
力

あ
る
太
鼓
演
奏
が
続
き
、
筝

の
中
村
知
世
さ
ん
は
「
春
の

海
」
を
演
奏
後
、
筝
を
演
奏

し
な
が
ら
「
竹
田
の
子
守
歌
」

を
歌
い
上
げ
た
。
（
写
真
は

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

る
日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト
）

湖
国
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
、
日
吉
大
社
の
山
王
祭
に
備
え
、
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
野
々
口
義
信
会
長
）
は
４
月
５
日
、
隣
接
の
坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
共
同
で
約
30
人
が
日
吉
大
社
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
つ
り
準
備
を
整
え
た
。

同
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
は
今
年
度
初
の
奉
仕
作
業
。
毎
年
山
王
祭
開
催

前
に
、
坂
本
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
一
緒
に
同
社
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
し
て

お
り
、
日
吉
台
学
区
４
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
10
人
が
参
加
、
参
拝
者
ら
が
祭
り
当
日

数
多
く
集
ま
る
日
吉
大
社
西
本
宮
付
近
を
担
当
、
竹
ぼ
う
き
や
熊
手
な
ど
を
使
っ

て
、
境
内
に
あ
る
落
ち
葉
な
ど
を
一
時
間
が
か
り
で
き
れ
い
に
掃
き
清
め
た
。

祭
り
を
前
に
日
吉
大
社
清
掃

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

校
門
の
桜
の
前
で
記
念
撮
影

日
吉
中

校
訓
、
切
磋
琢
磨
の
精
神
大
切
に

和楽器の競演、優雅に勇壮に

日吉台コンサート

入

学

式

を

前

に

校

門

の

桜

の

下

、

記

念

撮

影


